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現/l三位案さirしているアレロパシーの閉域において

も単に市等柄物相互問での直接的な作用形態のほか

に.間接的に帥物恨部と微生物剛の相互作用を通し

て.他純的物に形博を与えているとの知見も多く,

例えば.繋Rl司定バクテリアのように直接櫛物の生
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-マスゲ塊茎から分触したfIiJ油成分ならびにそれ

をf花成するセスキテルペン軌二は捕物生艮抑制作用

が認めらlLる.一方それらは他者部を通して近傍の

ta 
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-マスゲ精油成分の抗微生物活性 について
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あるいはそれとは逆に分秘物が他部周辺の土壌微生

物僻を州加#_持させるいわゆる松田効果4･)0)もま1=

その一例といえる.一万二九とは別に純物体からの

分相物故が微生物によってJn加することも報告され

羅*_

いわゆる純物rH】相互作例物質として関与しているこ
とを既に報告した 781. Lかし.土壌中に椎行した 

fItL抽成分は他純机物のみならず.土壌敢隼物や昆虫

恥 こ対してt,鮎博をおよはすことが推頼される.
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マスJ Jところで,近年 - yF))除の勃n-を向 ヒさせる

.80cm9I8cm-11
61 -I(ビニリデンオレフィンのC
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2.0と略す )m/e2M
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ミナカラムクロフ トグラ7イーと,..&切により榔魁L 

.その I MRMSの結果は次の通りである.
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油の検出には,切片をアニスアルデヒド.齢億試感を水中に遊離させた.次に L妃と同様に渦動した柑

油成分の lと16%准大破0 nlを8 Cのウォー0●5r.

-_

05m. にて反応させて実施し1=. 
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とともに変化を示す.特に雌瓢では.生†TIJH明の30 とより,塊茎組轍では抜1 柑油を茄械しているが.

日から45日の時期に多足の躯梢を示すが.塊茎形成 地-F基や他部では.庄tJJ‖捌の処梢はfJ:く.常に生体
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